
■遊具の計画 

１．遊びの特色とゾーニングの考え方 

エリア名 遊びの特色・適する遊具 ゾーンの考え方 

乳幼児エリア 並行遊び（集団で、共有して遊ばず、個人で個人

的な遊び）をする。 

大型のシンボル遊具より、多様な遊びのバリエー

ションが楽しめる遊具をたくさん配置すること

が有効である。 

多様な遊びのバリエーショ

ンが楽しめる遊具を平面的

に多く配置し、遊具の間を

「お散歩するように渡り歩

きながら遊ぶ」ゾーン。 

「明るい、カラフル、かわい

い」遊具 

木チップ舗装等でゾーンが

視覚的に囲まれているよう

に配慮 

筋力や瞬発力などの筋力的には発達途上である。 

床高の高い遊具や動きの大きい遊具は適さない。 

児童エリア 体の発達が高度になり身体を支える骨格や筋力

が発達してくるので、単純な、登る、渡る、滑る

では満足しなくなる。 

バランスを取りながら、落ちないようにするな

ど、スリリングなチャレンジに対する欲求を満た

す遊具が適する。 

バランスを取りながら、落

ちないようにするなど、ス

リリングなチャレンジに対

する欲求を満たすゾーンと

する。 

黒やグレーのような無彩色

を多用した遊具 

高さのある遊具、スリリン

グな遊びを楽しむゾーンの

ため、遊具の周囲はクッシ

ョン性の高い舗装で安全性

を確保 

自分であそびを作り出す「自発性・創造性」が芽

生える時期にもあり、遊具を使っての鬼ごっこや

ゲーム、競争を楽しむことが多い。 

自分たちは「赤ちゃんではない」という主張を持

っている児童期のこどもは、「明るい、カラフル、

かわいい」をよしとする感性からは卒業し、「クー

ル、おしゃれ、かっこいい」に惹かれはじめる。 

色数を絞り、黒やグレーのような無彩色を多用し

た遊具でこの感性に対応することが有効である。 

中間エリア 幼児も児童も同じような遊びがしたい。 

お兄さんたちと同じことをしたい。 

ブランコ、鉄棒など、児童と

同じことを幼児がマネでき

るような中間的なエリア 

【基本方針】 

上段広場では、子どもの池の方から、少しずつ対象年齢が高くなるようにし、自然と安全・安心して遊

べるようにする。 

特に、乳幼児等が遊べる場所は、保育園の園庭としての利用も考慮し、付き添いの人がある程度の視覚

的に限られた空間で見守ることができるように配慮する。 

【ゾーニング】 
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Ａ案：これまでの土地利用計画を活かし、上段広場北東端にウッドデッキを有する案 

乳幼児エリア立面図                                          遊具の安全距離 

    ブランコ      ロッキング遊具       家型遊具      小型複合遊具Ｂ     小型複合遊具Ａ 

児童エリア立面図                            遊具の安全距離 

     クライム遊具            大型複合遊具Ａ           回転遊具Ａ 

小型複合遊具Ｂ 

小型複合遊具Ａ 

家型遊具 

ロッキング遊具 

ブランコ 

大型複合遊具Ａ 

クライム遊具 回転遊具Ａ 

こどもの池 

トイレ 

砂場 

デッキ 

鉄棒 

ブランコ(児童用) 

乳幼児エリア 

児童エリア 
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Ｂ－１案：これまでのデッキの見守り機能を、より遊びの中心に近い場所に配置する案、遊具の機能はこれまでの機能を踏襲する案 

乳幼児エリア立面図                                  遊具の安全距離 

    小型複合遊具Ａ      ロッキング遊具      家型遊具      小型複合遊具Ｂ 

児童エリア立面図                                 遊具の安全距離 

      大型複合遊具Ｂ           ターザンロープ          回転遊具Ｂ 

小型複合遊具Ｂ 

小型複合遊具Ａ 

家型遊具 

ロッキング遊具 

大型複合遊具Ｂ 

ターザンロープ 

回転遊具Ｂ 

こどもの池 

トイレ 

砂場 

ブランコ(児童用) 

乳幼児エリア 

児童エリア 

ブランコ(乳幼児用) 
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Ｂ－２案：これまでのデッキの見守り機能を、より遊びの中心に近い場所に配置する案、児童遊具をより創造性が高いものとする案 

児童エリア立面図                                   遊具の安全距離 

      回転遊具Ｃ        大型複合遊具Ａ           大型複合遊具Ｃ 

小型複合遊具Ｂ 

小型複合遊具Ａ 

家型遊具 

ロッキング遊具 

回転遊具Ｃ 

大型複合遊具Ａ 

大型複合遊具Ｃ 

こどもの池 

トイレ 

砂場 

ブランコ(児童用) 

乳幼児エリア 

児童エリア 

ブランコ(乳幼児用) 

乳幼児エリア立面図                                  遊具の安全距離 

    小型複合遊具Ａ      ロッキング遊具      家型遊具      小型複合遊具Ｂ 
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２．導入検討遊具（案） 

乳幼児ゾーン

小型複合遊具Ａ 

登る、渡る、見渡す、滑る（主に体のあそび）

小型複合遊具Ｂ 

ネット登り、トンネルくぐり、手遊び、ごっこあそび 

（体と情操のあそび）

家型遊具 

ごっこ遊び、おままごと、会話あそび（主に情操のあそび）

ロッキング遊具 

バランス感、リズム感（揺れ体験あそび）

児童ゾーン

大型複合遊具Ａ 大型複合遊具Ｂ 大型複合遊具Ｃ 

登る、渡る、滑るの基本機能に加えて、遊具の周囲に

「登れるかもしれない」と感じさせるグリップやス

テップが適度に取り付けられている。「自分で発見し

たコース」に挑戦することで「自発性」「創造性」が

満たされ、楽しさを感じることができるようなデザ

インになっている。 

水平垂直で安定した床の無い！ことが特長の登攀系

遊具。木登りをするような高度な身体操作能力が必

要となるため、児童期の子どもの発達欲求にマッチ

する遊具。 

H4mの存在感。登り切った時の達成感、視点の切り

替わる爽快感がだいご味。シンプルな構造は「鬼ごっ

こ」や「競争」など自発的で社会性のあるあそび（友

達とのかかわりの多いあそび）が発生しやすい。小学

校隣地の遊具として適している。 

クライム遊具 回転遊具Ａ 回転遊具Ｂ 回転遊具Ｃ 

クライミングあそび。コースを自分で

作りながら遊ぶようにデザインされて

いる。コース選びのよって、難易度の

設定ができる（例えば、上にのぼる ＜ 

横わたりで一周）ことが児童期の子ど

もの遊びにマッチする。 

傾斜した盤面がベアリングにて滑らか

に回転する。体の安定をとりゃすい着

座部。回転に合わせて、重心の移動を

すると「漕ぐ」ことができる。一人で

も、数人でも楽しめる。 

単軸の回転系遊具。回転しながら、重

心を軸に近づけると回転が速くなり、

遠ざけると遅くなる（フィギュアスケ

ートの回転と同じ原理）。遠心力を全身

で感じて、「めまい」感を遊ぶ。バラン

ス感覚を鍛える効果もある。 

傾斜した円形輪状の盤面が回転する。

シンプルな機能ゆえ、多様な使われか

たをする遊具。回転系遊具の撤去が進

む昨今の公園事情において、子どもた

ちの圧倒的に人気がある（＝子どもた

ちの発達に必要なあそびを提供でき

る） 
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